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太陽電池(PV)モジュール中のエチレン酢酸

ビニル共重合樹脂(EVA)の加水分解により発

生する酢酸は，PVモジュールの電極を腐食さ

せ，性能の劣化を引き起こす原因であることが

知られている[1]． 

我々は，紫外光(UV)照射と Damp-heat(DH)を

組み合わせたUV+DH複合試験中に PVモジュ

ール内部に発生する酢酸を，錫薄膜センサの相

対反射率から評価してきた[2]．相対反射率と酢

酸量の定量的な関係を示したが，十分な信頼性

を得るには至っていない[3]． 

本稿では，高い分解能を持つラックトップ

pH 計を利用することにより，酢酸量の検出精

度向上を図った実験の結果を示す． 

直径 8 mm のカバーガラス上に錫薄膜を 70 

nm 成膜したものを図 1(a)に示す．この錫薄膜

センサを酢酸濃度 3000 ppmの酢酸水溶液 1 mL

に浸漬した．酢酸と錫が十分に反応すると、図

1(b)で示すように錫が溶解して基板のカバー

ガラスが露出する．この時の錫と酢酸の反応を

式(1)，酢酸の pH換算質量 mAAを式(2)で示す． 

Sn + 4CH3COOH → Sn(CH3COO)4 + 2H2 (1) 

𝑚AA = 𝑉𝑀𝐴𝐴 (
10−2pH

𝐾𝑎
+ 10−pH) (2) 

mAA ：酢酸の質量[μg] 

V ：水溶液の体積[mL] 

MAA ：酢酸物質量[g/mol](=60.05) 

Ka ：酸解離定数[pKa](=4.76) 

センサを 4枚用意して浸漬実験を行い、酢酸

と錫の反応段階に応じて 4 通りの浸漬時間経

過後にセンサを取り出し、それぞれの相対反射

率を測定した．センサを取り出した後の酢酸水

溶液を純水で 10000 倍希釈し，ラックトップ

pH計(アズワン AS800，分解能 0.001 pH)を用

いて pHを測定した．センサ浸漬前の溶液の pH

との変化から、錫と反応した酢酸量を算出した． 

図 2 に錫薄膜センサの相対反射率と算出し

た酢酸量の関係を示す．錫薄膜センサ 70 nmと

十分に反応した酢酸量は 217 μg であった．こ

の値は，反応した最大酢酸量の予測値 52.5 μg

のおよそ 4倍の値だった．これは pH測定での

誤差が原因であると考えられる．今回の実験で

は pH計の分解能を 0.01 pHから 0.001 pHまで

高めた．分解能が 0.01 pHのとき，算出した酢

酸量は予測値のおよそ 5倍だった．また，酢酸

水溶液の希釈過程において酢酸濃度に誤差が

発生していることが予測される．これに対して

は希釈条件を変化させることで改善を図る． 

       

図 1．錫薄膜センサの浸漬前(a)と浸漬後(b) 
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図 2．相対反射率と酢酸量の関係 
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